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放射性物質対策に関する不安の声について

平成26年 5月 13日

環境省

東京電力福島第一原子力発電所の事故による被ばくにより、疲労感や鼻血といった症状が福島

県の多数の住民にあらわれているのではないかとのご不安や、災害がれきの広域処理に係るご不

安、また、除染作業、効果等に関するご不安の声もいただきました。このような不安にこたえ、不当な

風評被害が生じることを避けるとともに、福島県内に住んでおられる方々の心情に鑑みて、環境省と

しての見解を以下のようにお示しいたします。

【放射線被ぼくと確定的影響の1つとされる疲労感、鼻血といった症状との関係について】

O国 連(原子放射線の影響に関する国連科学委員会(UNSCEAR))が、これまでの知見に基づき
公表した「2011年東日本大震災と津波に伴う原発事故による放射線のレベルと影響評価報告
書」(平成26年 4月 2日 公表)によれば、住民への健康影響について、「確定的影響は認められな
い」とされています。

O東 京電力福島第一原子力発電所の事故の放射線被ぼくが原因で、住民に鼻血が多発している
とは考えられません。

【がれきの広域処理について】

【除染にっぃて】

竜!:写
いては、労働安全衛生のための理令等にEllり 、適切に放射線障同

紆 晰 鞠
:栃鰊 軋 晦颯 雉摯

蛉 鶉鍼 鰊 鑽
鱈 憫 編 靴 枕
1



ぼく線量です。吐き気、嘔吐、艤力感は 1000mCメ 16y)未満では現れないとされています。

O鼻血の原因は数多くあり、その健別には鼻腔の診察や、場合によつては血液検査が有効です。確定的影響が生じるほどの高い線量の被ぼくを全
身に受けた場合、鼻ムだけでなく、鼻粘膜の広範囲な障害、全身の内出血、頭髪の脱毛などが生じることもあります。被ぼく線量の推計や被ぼくか

ら症状発症までの経緯とともに、これらの症状を総合的に評価する必要があります。       |

〇 また、福島県が実施している県民健康爾査では、内部被ばく・外部被ばくとも、以下に示す結果となつており、これまであ科学的知見では「放射線

による健康影目があるとは考えにくいJと評価される範囲となつています。疲労感・鼻血といった症状と被ばく量との関係が既に知られているほどの

被ぼくをされた方は確認されていません。
・外部機ばく線量は、99.8%が 5ミリシーベルト未満、99."以上が 10ミリシーベル未満
・内部故ぼく線量は、999%以上の方が1ミツシーベルト未満

(注)シーベルト(Sv)と グレイ(Cy)の関係について
Cyは、物質が放射線から受けるエネルギー量を表す量であり、Svは生体が放射線から受けたエネルギーによつて起こる影響を表す量です。そ

れらの関係は係数をかけて換算することとなるが、X線、ガンマ線及びベーター線は係数が1であるため、数字としては同じになります。ただし意味

合いは異なります。

く参考(がれきの広城処理について)>
Oがれき処理データサイト

http://gareLlkouiki― dat● env.g。 .jp

O処理方法について
http:/ノ kouikishoH env.8o.IP/processing_and recycling/:watemivagi/howto/index2 html

O広城処理についての説明資料
http://kouikishoH.env.g。 .ゎ/materillis_movies/paF/koik,Inat20140326a.pdF

く参考 (除染について)>
○ 国及び地方自治体が実施した除染によつて空間線量率は平均値で 30～50%程度低減されています(第 10回環境回復検討会参考資料5)。 ま

た、除染による空間線量率の低減率と放射性物質の物理滅衰等による低減率との合計で評価した結果、平成 23年 8月 ～平成 25年 8月 までの2

年間で一般公衆の年間追加被ばく線量は全体として約64%、 子どもの年間追加被ばく線量は約6596減少していると考えられます(第 10回環境回

復検討会資料4)。

°
爵1認霧量鶏鋤錯管馴轟雛猟:麟雪脅棘襲      議施顧慇轟離筆
ます(筐 H回環境回復検討会参考資料1):

°
ff婆彎奪;            ン

''テ

レメil茸壷亀響稲』ξ歳『装喘:壁]真蟄曇鷺
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考資料4

福島原発事故WHO健 康リスク評価専門家会合報告書について

WHOは 、福島原発事故による地域住民、緊急作業従事者の健康リスクにつ

いて評価し、平成25年 2月 28日 に公表した。概要は以下のとおり。

1.経緯
WHOは 、平成 23年 9月 までのデータを用いて、福島第一原発事故による

住民の被ばく線量を推計。同推計及び東京電力から提出された被ばく線量デー

タに基づき、WHO健 康リスク評価専門家会合を開催し、健康リスク評価を実

施。平成 25年 2月 28日 に報告書を公表。

2.報告書概要
2-1.地 域住民への健康影響に係る主な内容

□
①3つの年齢グループ、男女のそれぞれについて、疾患 (白血病、乳がん、

甲状腺がん、全固形がん※)の生涯の罹患リスクを推計。
※全固形がん : 白血病、リンパ腫、多発性骨髄腫を除くすべてのがん

②可能な限り過小評価を避けるため、最大限の被ばく線量を推計し 偶J紙 1

参照)、 また、低線量で被ばくしても線量に応じて健康影響が生じると仮

定。

③本報告書にあるリスクの数値は、正確な将来予測として捉えるのではなく、

リスクの程度を大まかに把握するためのもの。

記前提でも、今回の事故による放射線によつて、疾患の罹患の増カロが

される可能性は小さく、被ばく線量が最も高かつた地域の外側では、

県においても、がんの罹患のリスクの増加は小さく、がん発生の自然

らつきを越える発生は予測されないとしている。

*詳細は別紙 2参照

本報告書は、早い段階の空間線量や食物中の放射性物質量のみを用い、

過小評価を防ぐための大胆な仮定をおいた大まかな推計である。
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20歳 10歳 1歳
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4
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わ 地域番号については、報告書参照。

別紙1

一般住民の被ばく線量推計値

一般住民の国型癌、乳癌、白血病、甲状腺癌発生の生涯寄与リスク(89歳まで)(ヵ m

地域グ
ループ
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`がんの[患のリ
スクの

“
"は
、がん発生の自然のばらつきと比べはるかに4ヽさいとしている。

注)報告●本体では地

“`は
番号に■き換えられている.


